
 

 

 

 

医療安全管理について（シリーズ１6） 
～ 薬の副作用シグナルを知る ～ 

薬物治療を受けている患者は、期待した治療効果を得る一方、副作用で苦しむことが少なくありません。また近年、

作用と副作用が共に強力な医薬品、日本人データが乏しいまま承認される医薬品などが多く臨床使用され、安全で安

心な薬物治療のために、継続した副作用モニタリングの必要性が高まってきています。今回はそれらの「副作用シグ

ナル」を患者さんも一緒になってモニタリングできるようなツールを以下に紹介します。 

 

 
一般的な副作用を8分野に分け、患者さんにも分かりやすく作られています。逆に患者さんが薬を飲み始めた後に

我々医療者が定期的にフォローすべき副作用シグナルともいえるため、患者さんに調子を確認する際にはこのシート

にある項目について先ずは問診してみるのも有効であると考えます。 
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